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Dear Alumni:
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修了生の皆さんへ
　２００４年４月から本学をはじ
め我が国のすべての国立大学
は、国立大学法人となりました。
これは従来の国家機関の一部
から独立した法人としての存
在になったということです。こ
の結果、これまでの様々な規制
が緩和され、大学における裁量
の自由度が増しました。科学・
技術の分野で世界最高水準の研究と教育を行うことを
目的としている本学にとって、これまで以上に新しい
ことに取り組むことができるようになり、追い風と
なっていることは間違いありません。
　２００４年、本学にとって特に嬉しかったことは、「検証
進化可能電子社会」プロジェクトが２１世紀���にプロ
グラム選ばれたことです。今回、このプログラムは、
全国の大学から３００件以上の提案が出され、選考を経て
２８件が採択に至ったものです。本学からの申請が非常
に厳しい競争に打ち勝って採択されたことは、誠に喜
ばしく、誇りに思うところです。これで本学における
２１世紀���プログラムは昨年採択された「知識科学に
基づく科学技術の創造と実践」プロジェクトと合わせ
て２件となりました。
　現在本学に在籍する留学生は１４６名となり、特に博士
後期課程の約３人に１人は留学生で占めております。
また、海外の研究機関との人材交流や共同研究を発展
させるための学術交流協定の締結は４６機関となってお
ります。今後もさらなる国際化を推進し、世界に通用
する広い見識を持った優れた科学者と技術者の養成を
行っていきます。
　修了生の皆さんの各界でのますますの活躍を祈念し
ています。

学長　潮田　資勝　
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　�����には現在、２０カ国からの留学生１４６名が在籍し
ています。５年前には１６カ国・５８名であったことを考
えると、ここ数年で留学生数の増加とともに多国籍化
が進んでいることがわかります。そういった背景のも
と、近年�����では留学生を中心とした様々なサークル
活動が活発に行われるようになりました。心身のリフ
レッシュを目的としているもの、情報交換の場として
活用されているもの、さらには研究の一環として活動
しているもの等、内容は多岐にわたります。またメン
バーは留学生に限らず、日本人学生、職員そして留学
生の家族の参加も見受けられます。今回はそういった
留学生の学外活動の内容を紹介し、研究のみならず生
活の中にも国際化が浸透している�����の現在の様子
を感じ取っていただければと思います。

◆中国　オリエントドリーム卓球クラブ
メンバー：中国人留学生　１０名

　オリエントドリーム卓球クラ
ブは２００２年に、卓球を愛好する
全てのレベルの人々に練習した
り試合したりする機会を提供す
るために創設されました。この
クラブは卓球の規定と次の
�����でのルールに従って行動
しています。
　参加すること／開放するこ
と／試合を通じて上達するこ
と／活動の計画をたてること
　クラブからは、辰口町の卓球
大会に毎年２つのチームが出場
していますし、いろんな活動に

参加しています。また年間を通じて、いろんな公式行
事も開催しています。これにより会員たちはますます
活動的で熱心になることができます。私たちの毎週の
活動にビジターやスポーツ愛好家の人々が参加してく
れることは、クラブにとっても喜びです。ぜひいっしょ
にやりましょう！

◆大韓民国　JAIST韓国留学生会
メンバー：韓国人留学生・研究員・教員とその家族　３２名

　�����には韓国から、大きな夢
を持って来日した留学生が２０人
程います。主な活動としては、
メンバー個人が来日したときの
夢を忘れずにその夢を向かって
頑張れるようにサポートするこ
とです。定期的な活動としては
４月と１０月に新入生歓迎会と総
会などがあります。
　新入生が一日でも早く�����
の生活に慣れるようにアドバイ
スなどを行っています。不定期
な活動としては、日本文化を学
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Off-campus activities of international students at JAIST
JAISTの留学生たちの学外活動について 
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ぶ教室、夏のバーベキューパーティ、冬のスキー教室、
テニス大会、ソフトボール大会などがあります。自分
の専門分野だけではなく、日本の文化を学ぶのも大事
だと思い、いろいろな活動しています。
　科学技術分野で優れている�����で、先端知識を学ん
で、社会のため頑張っている修了生が大勢います。
�����韓国留学生会が在学しているときだけではなく、
修了をしてもつながれるように先輩との連絡を取り合
い、修了生との話し合いの場を作っていきたいと考え
ています。

◆ヨーロッパ圏　JAISTカフェサークル
　�����カフェサークルの由来は、残念ながらはっきり
していません。しかし言い伝えによると、ある男が大
学の自動販売機に１００円を入れてカフェイン入りのあ
たたかい飲み物を手に入れたことがはじまりのようで
す。そしてある時同じような目的の者が加わり、そし
て見よ、�����に新しいサークルが生まれた…

　�����カフェサークルの活動は全
く漫然としたもの（�����）で、私も
�����という語を漫然と使っていま
す。しかし、どういうわけかサーク
ル仲間はカフェイン入りの飲み物を
消費する周辺に集まってくるみたい
です。たいてい、集まりは平日は少
なくとも一日１回昼食後に開かれま
す。コーヒー自体は季節の移り変わ
りに関わらず飲まれています。夏は
アイス、冬はホットが好まれるよう
です。この集まりは、場所的な問題
からカフェテリア横の自動販売機周
辺で開催されることが多いです。で
も、寒い日になると暖かくて昼食後
のミーティングもしやすいので、常
連は図書館の中に居るのが見つけら
れるでしょう。

　�����カフェサークルの目的は本当のところとても
つつましいものです。その日あった嫌な事とか話し
合ったり、それをまたカフェインを摂る別の日に持ち
越して解消したりします。こんなふうに�����カフェ
サークルは主として仲間同士に必要な基本的人間関係
を作り有意義な交流をし、そして最後にもってきまし
たが、決して軽んじることのできないコーヒーを楽し
むことを目的としているといえるでしょう。
　こういった理由により、正式なメンバーリストはあ
りません。みんな都合がつけば集まると言った具合で
す。参加に関心のある方のために、ミーティングに参
加するために必要なもののリストを紹介しましょう。
・７０円（もっとも安いインスタントコーヒー）
・９０円（高価なインスタントコーヒー）
・１００円（自動販売機の缶コーヒー）
・１２０円以上（�����　����にあるコーヒー）
　もちろん、自分独自のコーヒーを持参するのも大歓
迎です。�����カフェサークルの将来の目標は主にコー
ヒーを飲むこと、そして明日１２時３０分ごろに自動販売
機のまわりで開催される次回の定例会議のスケジュー
ルを決めることです…。�そこであなたに会えることを
楽しみにしています！
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◆ベトナムとその他の国々
インターナショナルサッカーサークル

メンバー：ベトナム人２０�日本人５�中国人４�ブラジル
人１�フランス人１�イギリス人１�トルコ人１�ポーラ

ンド人１�スペイン人２
一週間高性能コンピュータやパ
ワフルな機械に張り付いて研究
をした後、私達は��������スタ
ジアム�（レストラン������の横
にある芝生）か宮竹体育館に集
まってサッカーの試合をして有
意義な週末を過ごします。この
サークルは国際色豊かであるた
め、���������	��
と呼んでいます。
メンバーは、学生・職員・客員
教授・教授・教授の息子などな
ど…世界中の様々な国々から来
た人達です。テクニックレベル

は非常に高いですが、それに比べて耐久力はとても低
いです。幻想的で意外性がある二度とできないような
ゴールをした時、私達は非常な喜びを感じます。そし
て試合の最中や試合後、私達はいろいろな国の言葉で
あらゆることについて語り合うことができます。

◆中国　中日連携モデル研究会
メンバー：知識科学研究科と情報科学研究科

博士前期課程の中国人留学生　１２名
創起：中日連携モデル研究会は２００３年１０月�����の中国
留学生と近藤修司教授、そして石川県岸商事株式会社
会長岸弘市さんと中国湖南師範大学に就任した渡辺一
元先生などから作り上げた研究会である。
目的：中日文化交流の架け橋として、中日両国国民の
お互いの理解を深めることである。研究会は中日の民
族文化、風俗の差異の表面事情から分析し、その裏に
隠された本質を掘り出し、文化差異の事情を累積して、
中日の経済連携に役立たせたいと思う。
ビジョン：中日連携モデル研究会では、中日情報交換
の場、出会いの場を提供、プロデュースし、中日連携
の架け橋になることをビジョンとして、中日の幅広い
領域で更なる交流を進行させるために力を尽くす。
活動内容：
１．毎週、研究会メンバーの社会人、大学の先生、学
生など１００以上の人に中日文化を比較する研究報告
を「ほっとライン（熱線）」というメールマガジンの
形で発信している。文化の相互理解は経済活動を行
う基礎条件だと思う。
２．中国人の日本留学を支援する情報を提供する。主
に留学の手続き、学校の紹介、生活情報、就職支援
などの情報とアドバイスを提供する。
３．�中国旅行に関する最新情報の提供と観光ツアーを
行う。
４．�中国に進出したい企業に対する支援も行う。基本
情報、法律情報などの提供と現地リサーチを行う。
現在行う主な活動は：
①毎週水曜日に研究会を行い、中日文化を比較研究し、
「ほっとライン（熱線）」を発信している。
②日本留学を支援する情報と中日文化交流インフォ
メーションを提供するサイトを立ち上げている。
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SPECIAL FEATURE／特　集
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③留学支援プロジェクト」を立ち上げ、日本側（日本
語教育振興協会）と中国側（黒龍江省）との交渉を
進めている。
④３月６日に中国上海―成都―九塞溝のツアーを企画
中である。
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本学では、世界中の修了生の皆様との交流を図るために
���上に同窓生ホームページを作成しました。
　このシステムには、次のような機能を備えています。
１．コミュニティを活性化する機能
　・���掲示板
　・研究室、（東京、大阪等の）地区、期などによる同窓
会開催案内

　・研究室ごと、期ごと、友達ごとのメーリングリスト
作成

　・同窓会アカウントの発行
　・メール転送、���転送機能
　・異動した指導教員の連絡先を開示・連絡の仲立ち
２．個人情報の保護
　・同窓生は、名簿データの開示先ごとに可否を選択可能
　・開示拒否とした先には、個人情報を開示しない。
　・問い合わせ元に応じて、開示可能な情報（������アド

レス、住所など）のみを選択的に開示。
　・一件一件のアクセスに限定。リスト出力はしない。
３．連絡先の更新支援
　・同窓生が登録状況を自分で更新可能なページを設
ける

　・定期的（５月頃）にメールを送り、登録内容を確認。
４．大学との連携を密にする機能
　・�����メールマガジンの配布、�����ニュースの案内
　・オープンキャンパスなど、イベントの案内
　・就職の際、�����の紹介
　・英語対応
　下記の���にアクセスし、ご登録をお願いします。
　�����������	
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���	����	����
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北陸先端科学技術大学院大学同窓生ホームページのお知らせ
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DATA／データ

Data of International StudentsData of International Students 留学生データ 

������１：�������	
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��������	
��１，�２００５

Chart ２：�������	��
�����
���������
����
	�����
��������

表２：留学生数推移
��������	
��１，�２００５
平成１７年３月１日現在

������３：�������	
���
����
�	�����
����
�����������
表３：出身地域別留学生数

中 南 米　3人 

中 近 東　3人 

欧 　 州　6人 

アフリカ　3人 

ア ジ ア　132人 
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Knowledge Science 
知識科学研究科 

Information Science 
情報科学研究科 

Materials Science 
材料科学研究科 

表１：出身国別学生数
平成１７年３月１日現在

Cumulative 
Total
合計

Research 
Student，etc
研究生等

Doctoral 
Programs
博士後期課程

Master's 
Programs
博士前期課程

７３５３５３３中国China
１８１１６１ベトナムVietnam
１５２１０３大韓民国Korea
７４３台湾Taiwan
５５バングラデシュBangladesh
４２２インドネシアIndonesia
４３１タイThailand
３３ミャンマーManmar
３２１チュニジアTunisia
２２トルコTurkey
２２スペインSpain
２２ブラジルBrazil
１１ネパールNepal
１１スリランカSriLanka
１１ラオスLaos
１１シリアSyria
１１ドイツGermany
１１ポーランドPoland
１１フィンランドFinland
１１ベルギーBelgium
１４６９９０４７合計Total
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JAIST UP DATE／JAIST近況報告
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　本学は、海外の研究機関との人材交流および共同研
究を発展させるために、今年度新たにウクライナ科学
アカデミーボゴリューボフ理論物理学研究所（ウクラ
イナ），ダッカ大学（バングラデシュ），ベトナム国家
大学ハノイ校（ベトナム），漢陽大学（大韓民国），ク
イーンズランド工科大学（オーストラリア），国立電気
通信研究所（ポーランド），国際応用システム解析研究
所（オーストリア），シドニー大学科学技術カレッジ
（オーストラリア）の８機関と学術交流協定を結びま
した。これで本学の学術交流協定機関は１７ヶ国４６機関
となりました。

新任教員：
知識科学研究科
　永井由佳里�助教授　�意思決定メカニズム論講座
　井川　康夫�教　授　�研究開発プロセス論講座
情報科学研究科
日比野　靖�教　授　�計算機アーキテクチャ講座
鈴木　正人�助教授　�ソフトウェア計画構成学講座
上原　隆平�助教授　�情報基礎学講座
知識科学教育研究センター
金井　秀明�助教授
科学技術開発戦略センター
小林　俊哉�助教授

退職・転出された教員：
知識科学研究科
永田　晃也�助教授が九州大学大学院経済学研究院
助教授として転出されました。
情報科学研究科
堀口　　進�教授が東北大学大学院情報科学研究科
教授として転出されました。
下平　　博�助教授が退職されました。
材料科学研究科
寺西　利治�助教授が筑波大学化学系教授として転
出されました。
白川　英二�助教授が京都大学大学院理学研究科助
教授として転出されました。

Agreements on Academic ExchangesAgreements on Academic ExchangesAgreements on Academic Exchanges 大学間交流協定締結状況 

Faculty NewsFaculty News 教員の異動 

IAI（Interactive Admission over the Internet）
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インターネット入試を実施しています

���選抜は��������	
���
�	��	����
���������������の略で、ホームペー
ジの画面からアクセスし、登録を済ませた受験者が、教員と���
上で双方向による対話を充分に時間をかけて出来る新しい入学
者選抜の方法です。（��������	
���
�	��	��）���選抜は、インター
ネットを利用して受験者と本学との距離を克服し、遠隔地の受験
者が試験会場まで行かなくても受験できる環境を作り、受験者の
利便を図ったものです。（����������	
����
�）
出願前のWeb対話で大学の仕組みを紹介
受付・登録して��・パスワード取得後、���上で志望する研究科
の詳しい情報だけでなく、授業・研究の進め方や各種奨学金の情
報、寄宿舎の状況等がわかりやすく説明されるので、入学後の学
生生活が見えてきます。

Access Here 詳しくはここ
�����������	
����

�	��



8

FROM ALUMNUS／修了生から
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ゲームプログラマー：数学と並列処理
　７歳の時に、いとこが持っていたアタ
リ社製のゲーム「パクマン」を見てから、
将来はゲームプログラマーになることが
私の夢でした。それから２０年経って現在
の僕がここにいる…。
　私は「オーパス」というゲーム会社で
ゲームプログラマーとしてグラフィック
ライブラリとゲームエンジンの開発を担
当しています。現在、ソニー㈱プレイス
テーション２のグラフィックライブラリ
とシェーダーのプログラムを作成してい
ます。私が作ったグラフィックライブラリ、
シェーダーやゲームエンジンを使用して、

アプリケーションプログラマーがゲームを開発します。
　ゲームプログラマーは、刺激的で面白いゲームを作
るだけでなく、数学的に複雑処理や並列処理も実装す
ることも重要な仕事です。今まで�����で学んだ知識は
大いに役立っています。私が知っている並列処理の方
法はすべて指導教員の堀口進教授が教えて下さったも
のです。堀口先生の指導で、パイプライン処理のプロ
グラムを３つ完成させました。このプログラムを用い
てプレイステーション２の７つのパイプラインにデー
タを次々に供給し、同期処理できるエンジンができま
した。心から堀口先生に感謝しています。

　私はスリランカから来たジャーナカ　
ラージャパクセと申します。コロンボ大
学自然科学部を卒業後、２００３年４月に
�����に入学しました。入学後、メディア
アート研究室に所属し、指導教員である
宮田教授のもとでコンピュータグラ
フィックと情報視覚化について研究して
います。私の最近の研究はコンピュー
ター・グラフィックスの中で現実的な材
料を創造するための現象の変化をシュミ
レーティングしたりモデリングすること
に焦点を合わせています。
　私の�����での経験はとても有益であ
るため、私は博士後期課程に進学するこ

とを決めました。�����の高度で効率的な研究環境は他
の大学と比較にはなりません。また研究設備や寄宿舎
は非常にすぐれています。�����の周囲の自然の美しさ
には本当にうっとりさせられます。特に私は桜ロード、
四季折々の白山、そして滝が好きです。私は�����で過
ごすことができて本当に幸運に思います。

　私は中国から来たティアン　フイと申します。�����
は研究にも生活にも適した場所です。これは私がここ
に到着してすぐに持った印象です。�����の前方に目に
入ってくるのは傍らに有名な都市金沢の高層建築の眺

修了生だより News from International AlumnusNews from International Alumnus

在校生の声 Students' VoiceStudents' Voice
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�２����������	�
����
��
����
��

ラージャパクセ　ラージャパクセ　パティラ
ゲ　チャミンダ　ジャーナカさん（スリランカ）

知識科学研究科博士前期課程２年

�������	
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������������（��������	）
�������	
�����

���
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���
２００４

����������	
����
���
�����
��
��������	
�
����
��
����

ラハディ�ステファヌス�サルウォノさん（インドネシア）
情報科学研究科　平成１６年３月　修士号取得
会社の先輩と一緒に（右がラハディさん）
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STUDENT'S VOICE／在校生の声
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めがある魅力的な海岸と地平線です。
�����の背後には森林と山々の重なりが
目に飛び込んできます。こういった全て
のものが結びついて、新しく訪れた者に
とってとてもおもしろく想像的を刺激す
る素晴らしい景色を構成しています。ま
た四季折々には、自然からのさまざまな
贈り物を楽しむことができます。このよ
うな穏やかで美しい場所であるからこそ、
私は創造的な研究者になる夢にむかって
専念することができるのです。
　私はシェン研究室の博士後期課程の学生

です。この優秀な研究室で約２年間学んだことによって、
私の研究は指導教員の効果的な指導によって大きく進展
しました。毎日、競争の激しい研究生活を送っていますが、
その合間をぬって田舎道や森で走ったり、テニスをしたり、
ジムでエクササイズをしたり等、様々な方法でレクリエー
ションを楽しんでいます。余暇に行う研究室内のスポーツ
として私と研究室の仲間たちはしばしば卓球をします。
（私たちの研究室は卓球クラブを結成しました。）また
時々、私達はセルフサービスで様々な美味しい和食を楽し
むことができる炉端焼きに夕食を食べに行きます。要する
に、私は本当に�����というこのすばらしい環境で、研究
と生活を心から楽しんでいます。最後に言わせてください。
将来どこにいようとも、�����での日々が私の人生で最も
美しい思い出としてとどまることでしょう。

　私は、南ドイツにあるシュトゥットガ
ルト大学からきたティム・フィグマンで
す。バイオ工学部の２年生に在籍してい
ます。�����では、私は特別研究学生とし
て５ヶ月間滞在して研究をしています。
ドイツではいささか教育システムが違っ
ていて、学士や修士という名称はなく
��������と呼ばれています。修了までに
は５年かかり、最後に２つの研究論文（小
規模論文と修士論文）を作成しなくては
いけません。私は、民谷栄一教授の研究
室でこの小規模論文を作成できる機会を

与えられてとても幸せです。
　博士後期課程学生であるカーン・ケルマンさんの直
接指導の下、コロイド状金ナノ微粒子をベースとした
電気化学的���バイオセンサーの開発に取り組んで
います。民谷研究室の研究内容は、非常に多岐に渡っ
ているため、１つだけを自分の研究テーマに選択する
のはとても難しいことでした。日本の研究室はとても
印象的です。傑出した技術、すばらしい労働意欲、そ
して規律が合わさってドイツの環境とははるかに違う
複合機構が構成されています。
　�����の周辺では、アジアを主として様々な国から来
た多くの人々と出会いました。彼らの助けにより、私
も世界の中のこの地域について新たな知識や深い洞察
を持つことが出来ました。私は研究者としてのキャリ
アをスタートさせたばかりなので、シュトゥットガル
ト大学で��������を取得した後に何をするかまだ決め
ていません。少なくとも今は日本を愛していますし、
またすぐに戻ってきたいと心から願っています。

��������	
��（�����）
�２����������	�
�	��
��������������

田　　　慧さん（中国）
情報科学研究科博士後期課程２年

��������	
���
�����������（�������）
�������	
������
	�������

フィグマン　ティムさん（ドイツ）
材料科学研究科　特別研究学生
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CURRENT EVENTS／留学生関係行事
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　１０月１９日、石川ハイテク交流センターにおいて、留学生と
の交流会を開催しました。これは母国を離れ本学で学ぶ留学
生を激励し、教職員との交流を目的に毎年行われているもの
です。昨年までは学内参加者のみで実施していましたが、今
年は地域交流も目的の１つに掲げ、辰口町の町長、国際交流
協会、商工会青年部の方々を来賓として招待し開催しました。
　潮田学長、宮本辰口町長の挨拶の後、牧島副学長の乾杯の
発声で会が始まると、参加者は終始和やかな雰囲気の中で交
流を深めていました。新留学生の紹介では代表者��������
������さん（ネパール出身）がなめらかな日本語で地域住民
への感謝と大学生活についてユーモラスに語り、会場を大い
に沸かせました。さらに今年は留学生からの差し入れで３カ
国（中国・大韓民国・バングラデシュ）の母国料理がテーブ
ルにならび、参加者は世界各国の家庭料理に舌鼓をうちまし
た。続くアトラクションでは中国の太極拳とダンス、ベトナ
ムの歌謡曲の他、辰口町国際交流協会による童謡、職員等に
よる少林寺拳法の演舞などが披露され、例年以上の盛り上が
りをみせました。最後に情報科学研究科博士後期課程２年の
��������	�	�
���
��さん（バングラデシュ出身）が謝辞とと
もに、新入生に研
究生活を有意義に
送る上での適切な
アドバイスを述べ
ると、会場内は大
きな拍手に包まれ
ました。これを期
に参加者は大いに
親睦を深めたよ
うでした。�

　１２月４日・５日の１泊２日の日程で，長野中北部方面への
外国人留学生見学旅行を実施し，留学生と引率の教職員合わ
せて６４名が参加しました。これは，留学生に日本の文化に触
れ，異文化に対する理解を深めてもらう目的で毎年実施して
いるものです。
　１日目は，まず大王わさび園を訪れ、わさび料理に舌鼓を
うちました。その後、松本城に移動し、現存する最古の天守
閣に上ったり、隣接する松本市立博物館で収蔵品を鑑賞した
りして、当時の建築様式や暮らしについて学びました。２日
目は、善光寺で「お戒壇巡り」を体験。午後は小布施で北斎
館を訪れ、ゴッ
ホを含むヨー
ロッパの現代芸
術家たちに影響
を与えたと言わ
れる葛飾北斎の
作品を鑑賞しま
した。２日間の
短い期間にも関
わらず日本文化
に対する理解を
深めました。

Gathering of International StudentsGathering of International Students 留学生との交流会を開催 

Field Trip to NaganoField Trip to Nagano 長野への見学旅行 

���������	�	�
�����
松本城にて
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　平成１６年留学フェアが台湾（７月１６，１８
日）、韓国（９月１０，１２日）、ベトナム（１１
月２６，２８日）で開催され、本学から事務職
員９名が参加しました。台湾のフェアには
２９２０名の入場者中３１名、韓国では３８９１名中
２３名、ベトナムでは１９２４名中３５名が本学
ブースを訪れました。留学希望者からは教
育内容、入試、奨学金、寮生活、授業料等
について熱心な質問が寄せられ、多くの方
に本学の教育・研究の特色等を理解しても

らうことができました。

能美市誕生
　平成１７年２月１日、辰口町・根上町・寺井町が合併し「能
美市」が発足しました。新市の人口は４７�８２６人、総面積は８３�９�
椙になります。合併により、①広域的な観点からの地域づく
り・まちづくりができる　②住民サービスが高度化・多様化
する　③行財政の運営の効率化や事業の重点化が図れる　
といった３つのメリットが考えられます。
新市の名称には「能美市」のほかに「手取
市」、「九谷市」が候補にあがりました。み
なさんはどれがよかったと思いますか。合
併により馴染み深い「辰口町」の名前は消
えてしまいますが、学生生活を辰口町で過
ごしたみなさんの心にはこの名前が生き
続けていくのではないでしょうか。

辰口じょんから祭り
　８月２１・２２日に辰口町で「第２３回辰口じょんからまつり」
が開催され、様々なイベントに留学生が参加し、町民との交
流を深めました。特にじょんか
ら踊りコンクールでは、�����チ
―ムに５名の留学生が加わり浴
衣姿で熱心に踊りました。結果、
�����チームは見事�『ほのぼの
賞』を受賞しました。

－世界留学生交流・いしかわ２００４－
　７月３０日から８月６日まで石川県全域で����������が開
催されました。これは日本で学ぶ留学生を美しい自然と豊か
な伝統文化が残る石川県に招待し、世界に開かれた地域づく

りを地元の人たちとのふれあいを通じて
推進する国際イベントです。本学からは留
学生９名、日本人学生１１名（学生スタッフ）
が参加しました。プログラムは伝統文化体
験、市町村訪問、ホームステイ等、多彩な
内容となっており、参加者は石川県を大い
に満喫したようでした。

Japan Education Fair 2004Japan Education Fair 2004 平成16年日本留学フェア 

Regional friendshipRegional friendship 地域交流 
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能美市の市章
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独立行政法人日本学生支援機構は帰国外国人留学生のため
の招へい事業を行っています。
国籍：アジア、中南米、中近東、
　　　アフリカ等の開発途上国・地域
資格：元日本留学生で、次の条件を満たす者：
拭教育、学術研究又は行政職に就いている者
植博士の学位取得後５年以内の者又は本学の教授，助教授，
講師に相当する研究業績を有する者
殖満４５歳以下で、帰国後５年以上経過している者
　期間：９０日以内
　支給経費：渡日旅費及び帰国旅費、滞在費、国内研究旅費等
　詳しくは留学生係までお問い合わせください。

　遅くなりましたが、無事に�����帰国留学生ニュース�����
５を発行することができ、一同嬉しく思っております。
　皆様もご存知のように、昨年末にはインドネシア・スマト
ラ島沖で�９�０の大地震・大津波がおき、死者はスリランカや
インドネシア、インドを中心に周辺６カ国だけで２２万人を超
えるという２０世紀以降最大級の津波災害をもたらしました。
修了生の皆様の中には被災地で生活されている方もいらっ
しゃるかと思います。修了生の皆様やご家族の方々のご無事
を心よりお祈りしております。また日本も昨年は自然災害に
悩まされた一年でした。至上最多の１０個の台風が日本列島に
上陸、そして１０月２３日には新潟県中越地方において�６�８の地
震が発生するなど、日本各地に甚大な被害をもたらしました。
被災地の一日も早い復興を祈るばかりです。
　幸い�����の周辺では自然災害の大きな影響を受けること
なく１年を過ごすことができました。ただ晩夏から初冬にか
けて、熊が餌を求めて住宅街にまで出没して人を襲うという
「クマ騒動」が多発しました。普段は山奥に住んでいる熊で
すが、相次ぐ台風で木の実が落ちて冬眠前の食糧がなくなっ
てしまったのが原因のようです。
　さて今回は留学生の学外活動を特集としてお送りいたし
ました。ぜひ感想をお聞かせください。今回の帰国留学生
ニュースを読んで皆さんが�����での生活を思い出して下さ
ればと思います。あわせて現在第一線で活躍されている皆様
の様子もお寄せいただけたら幸いです。皆様の成功を心から
お祈り申し上げます。

お知らせ Do you know ?Do you know ?

International Student Section Division of Student Affairs Japan Advanced Institute of Science and Technology (JAIST) 
１-１, Asahidai, Nomi, Ishikawa ９２３-１２９２, JAPAN
〒９２３-１２９２　石川県能美市旭台１－１　北陸先端科学技術大学院大学　事業部学生生活課留学生係
E-mail: ryugaku@jaist.ac.jp　Phone: +８１-７６１-５１-１９４５,１９４６　Fax: +８１-７６１-５１-１９５９
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